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2012年に 沖縄本 島を通過 した 台風 の 特徴

＊

北畠尚予 ・小 山亮 ・櫻木智明 （気 象研 ・台風 ）

　2012年 8A
一
ド旬か ら9月下旬に、沖縄本島を T1215 、

T1216、　 Tl217 が相次い で 通過 した 。 こ れ らは地上風

やそれ に伴う災害等の 特徴が異なっ て い た。

　沖縄本島付近 を通過 したの は、T1215 は 8 月 26 日、

T1216 は 9 月 i6 日、　T1217 は 9 月 29 日 で、そ の際の

中心 気 圧 は 930〜935hPa と 同程度で あ っ た （気象庁ベ

ス ト トラ ッ ク に よ る）。静止 気象衛 星 の 雲 画像で も共

にまだ軸対称性を保持 して い るよ うに見 えるが 、気象

庁全球客観解析 懈 像度 20  ）を用 い た （！yclone　Phase

Space（CPS）では Tl217 は既に非対称性 が大きい 温帯

低気圧化過程 の 構造であっ た （図省略）。

　3個の 台風が沖縄本島付近を通過 した前後 の 10分 ご

との 地上観測値を図 1 に示す 。 T1215 と Tl216は 名護

特別 地域気象観測所、Tl217 は沖縄気象台 （那覇） の

観測である。台風中心位置は気象庁発表の 1時間ごと

の 速報値を内挿 した。ベ ス トトラ ッ ク は 3 時間毎だ が、

今回 の 解析期間に関 しては台風中’酎立置は速報値とほ

ぼ
一

致 して い た。

　3 つ の 台風 の うち、典型的な熱帯低気圧 の 風分布に

近い の は T1216 で、中心 か ら半径 70  以内で 急に 風

速が 大きくな っ て い る。最大風速半径は 30  程度で 、

こ れ は レ
ー

ダ
ー

で 見た 壁雲 に対応す る。
こ れ に 対 して 、

T1215 は中心付近に風速 の 顕著な ピークが 見られない 。

やや弱い 風速 の ピー
ク は中心 力・ら 10  、 50  、120 

に 見 られ る 。 これ は レ
ー

ダ
ー

観測の エ コ
ー

強度分布 で

見られた三重眼に対応する。こ の よ うな風速分布 の 特

徴は 、そ れ ぞれ の 台風 の 中心 が沖縄 本 島か ら距離

100  程度まで接近 した時点で現業 ドッ プ ラ
ー

レ
ー

ダ

ーで も概ね確認で きて い る （図省略）。

　図 2 に は 、図 1 と 同様 の 名護の 地 上観測データ と、

海面気 圧観測値 か ら計算した傾度風速を、T1215 通過

前につ い て示す 。 傾度風速 の 計算にあた っ ては、台風

の 構造は定常 で あると仮定 し、文像 時刻 の 前 6 回の 観

測値の 平均 と後 6 回 の 観測値 の 平均か ら気 圧 傾度 を求

めた 。 他の 事例 と共通 して い るの は、計算された傾度

風速が最大瞬間風速の ほ ぼ上限 に なっ て い る こ とだが、

T1216 や T1217 と異な る の は、計算 され た傾度風速が

半径 100km以内で 40mXs以下 と弱くなっ て お り、三重

眼 の うち
一
番外側 の 壁雲 の 内側 で は強風 が 吹か ない 構

造になっ て い るこ とで ある。

　極軌道衛星搭載の マ イ ク ロ 波探査計 （AMSU ）の 観

測値か らは、上部対流圏 におけ る台風 の 暖気核 が 、

Tl216 と Tl217に 関 して は 直径 500  未満 と小 さか っ

た の に 対 して、Tl215 の 暖気核は直径 500  超 と大き

く （図省略）、それが 地上気圧分布 と地上 風分布に反

映され た こ とが示 唆され る。また極軌道衛星搭載マ イ

ク ロ 波放射計の 観測 で は、Tl215 が 地上 レ ーダーの 探

知範囲外にあ っ た 24 日か ら二重眼にな りそ の 後三重

眼 に な っ て い た の が見られた 。
こ の 変化 も AMSU によ

る上層暖気核 の 拡大 の 時期に対応 してい るよ うに見え

る。

　T1217 は 中心 付近 の 風 速 の ピーク が 通 過前 ・通 過後

それぞれ 1 か所 なの は T1216 と同様だが 、　 T1216 よ り

広範囲 で 強風 が 吹き、特 に通過後 には通過前よ りも

10m！s ほ ど強 い 風が吹い たの が 特徴である （図 1）。類

似した特徴は本土 で 温低化開始 の こ ろの 台風 で 見 られ

た こ とがある （Kitabatake　and 　Tanakca，　2009，　SOLA ）。

T1217 の 通過後 に若干 の 気温 の 低 ドがあ っ た こ ともそ

れ と整合す る 。

　この よ うな台 風 内部 の 詳細構造 は 、現業モ デル に投

入 され るボーガ ス に は反映され て い ない ，台風 の 内部

構造と強度 との 関係を解明する た め に は 、今回解析に

使用 したよ うな詳細なデー
タを用い たメ ソデータ 同化

が有効 で ある可能性 が ある。

図 lT1215 （名護、濃色 線）、T1216 （名護、淡色線〉、T1217

（那覇、細線）の 海 面 気圧 （破線、左 軸、hPa） と平均風速 （実

線、右軸、mXs ） 。 横軸 は台 風 中心 か らの 距離 （  〉 で、負

は台風 通過 前、正 は台風通 過後。
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図 2　TI215 通過前の名護の 地上観測 10分値，目盛 りは海面

気圧 の み 左 軸、他の 要素は 右軸，横軸は 台風 中心 か らの 距離

（km）。
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